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福島県中・県南・会津地区国道協議会 

会長 郡山市長 椎根 健雄 

 

  



決 議 

 

 福島県の県中・県南・会津地区は、交通の要衝として発展する県中地区、大手企業も操業する工業団地が点在す

る県南地区、雄大な自然と歴史を有する会津地区、これら３つの地区が一体となった多様性に満ちた地区である。 

 しかし、当地区の道路を取り巻く課題も多様化しており、多種多様な企業や産業、工場等が操業する県中・県南

地区では、市街地を通る幹線道路に交通が集中することで慢性的な混雑が発生し、通学児童・生徒の安全確保や地

域住民の生活の支障となっている。また、会津地区においては、公共交通や代替ルートが発達した都市部とは異な

り、移動手段として自動車に依存する割合が高いため、命と暮らしを守る重要なインフラ整備は地域住民の切な

る願いである。 

 また、近年の激甚化・頻発化する大規模自然災害に備えるため、「防災・減災対策」、「老朽化対策」を含めた「国

土強靱化」の推進が喫緊の課題となっている。 

 このような現状を踏まえ、次の事項について特段の配慮がなされるように強く要望する。 

 

一、災害を教訓とした国土強靱化の推進 

 ・災害に屈しない強靱な国土づくりを推進するため、国土強靭化実施中期計画を踏まえた関係予算については、

危機管理投資による強い経済の実現の観点も踏まえ、通常道路予算とは別枠で、必要かつ十分な公共事業予

算を確保し、継続的・安定的に事業を推進すること。 

 ・積雪の多い当地区における冬季の通行確保等に必要な財源確保のため、国として特段の措置を講じること。 

 ・激甚化・頻発化する大規模自然災害から人々を守るため、適切な維持管理と更新事業、暫定２車線区間の４車

線化や耐震補強等の機能強化を着実に進めるとともに、埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故と同様の被害

を防止するため予算や体制面の支援を充実させ、橋梁・トンネル・舗装等の老朽化対策を推進すること。 

二、地方創生・生産性向上に資する平常時・災害時を問わない道路ネットワークの整備促進 

 ・自然や歴史・文化などの観光資源や多くの産業が集まる当地区における人流・物流の活性化に向け、新たな圏

域の形成につながる高規格道路の未整備区間解消、暫定２車線区間の４車線化、代替機能を発揮する直轄道

路とのダブルネットワークの整備に取り組むこと。 

 ・当地区の生産性の向上や成長力の強化並びに観光等経済活動拡大のため、シームレスなサービスが提供可能

な高規格道路ネットワークの構築に取り組むこと。 

 ・ⅮⅩの取組を加速化し、道路状況の日常点検や情報共有など道路行政全体の省力化及び効率化を推進すること。 

 ・道路事業の必要性の評価にあたっては、地域経済や防災など、多様な視点からの評価を加えること。 

三、地域の人々の暮らしを守る施策の推進 

 ・日本の未来を担う子ども達の安心・安全を守るため、通学路等の交通安全対策を強化・推進するとともに、必

要な予算を継続的に確保すること。 

・災害時における緊急輸送道路等の安全性の確保や観光振興にも資する無電柱化を推進すること。 

 ・経済活動の生産性向上やカーボンニュートラル推進を図るため、渋滞対策の推進、道路の脱炭素化の推進、交

通ターミナルや休憩施設の機能強化、中継物流物流拠点の整備及び公共交通の維持・支援を行うこと。 

 ・危険踏切等の改良や自動運転技術の普及並びに自転車の利用促進に向けた道路機能の向上を推進すること。 

四、大規模自然災害等に対応する体制や資機材の確保 

 ・大規模自然災害に即応するため地方整備局等の体制強化や必要となる資機材の更なる確保に取り組むこと。 

 ・道路整備及び冬季の通行確保を含めた維持管理の支援体制をより一層充実させること。 

 

 これらの項目を踏まえ、地域の暮らしを守り、強く豊かなものとしていくため、資材価格の高騰や近年の建設業

における人件費の上昇等の影響を十分に踏まえ、計画的かつ長期安定的な道路整備・管理が進められるよう、新た

な財源を創設するとともに、令和９年度道路関係予算は所要額を満額確保すること。 

 

以上、決議する。 

 

令和８年５月１日 

福島県中・県南・会津地区国道協議会  

 



 

 

 

福島県中・県南・会津地区国道協議会 役員 

（令和８年８月１日現在） 

 

会 長  郡 山 市 長  椎 根 健 雄 

副会長  会津若松市長  室 井 照 平 

副会長  白 河 市 長  鈴 木 和 夫 

副会長  須 賀 川 市 長  大 寺 正 晃 

副会長  喜 多 方 市 長  遠 藤 忠 一 

副会長  田 村 市 長  白 石 高 司 

副会長  南 会 津 町 長  渡 部 正 義 

監 事  会津坂下町長  古 川 庄 平 

監 事  石 川 町 長  首 藤 剛 太 郎 

 

 

 

 
  



 

 

 

福島県中・県南・会津地区国道協議会 会員 

（令和８年８月１日現在） 

 

郡 山 市 長 椎 根 健 雄  会津若松市長 室 井 照 平 

白 河 市 長 鈴 木 和 夫  須 賀 川 市 長 大 寺 正 晃 

喜 多 方 市 長 遠 藤 忠 一  田 村 市 長 白 石 高 司 

南 会 津 町 長 渡 部 正 義  会津坂下町長 古 川 庄 平 

石 川 町 長 首 藤 剛 太 郎  鏡 石 町 長 木 賊 正 男 

猪 苗 代 町 長 二 瓶 盛 一  会津美里町長 杉 山 純 一 

西 郷 村 長 髙 橋 廣 志  天 栄 村 長 添 田 勝 幸 

下 郷 町 長 星 學  檜 枝 岐 村 長 平 野 信 之 

只 見 町 長 渡 部 勇 夫  北 塩 原 村 長 遠 藤 和 夫 

西 会 津 町 長 薄  友 喜  湯 川 村 長 佐 野 盛 至 

柳 津 町 長 小 林  功  三 島 町 長 矢 澤 源 成 

金 山 町 長 押 部 源 二 郎  昭 和 村 長 渡 辺 文 弘 

泉 崎 村 長 箭 内 憲 勝  矢 吹 町 長 蛭 田 泰 昭 

玉 川 村 長 須 釡 泰 一  平 田 村 長 澤 村 和 明 

三 春 町 長 坂 本 浩 之  小 野 町 長 村 上 昭 正 

棚 倉 町 長 宮 川 政 夫  矢 祭 町 長 佐 川 正 一 郎 

塙 町 長 宮 田 秀 利  鮫 川 村 長 宗 田 雅 之 

浅 川 町 長 江 田 文 男  磐 梯 町 長 佐 藤 淳 一 

中 島 村 長 加 藤 幸 一  古 殿 町 長 岡 部 光 徳 

 

  



 

 

 

福島県中・県南・会津地区国道協議会 

加 入 市 町 村 
 

 

 
 

 

 

  

郡 山 市  会津若松市  白 河 市  須 賀 川 市  喜 多 方 市 

田 村 市  南 会 津 町  会津坂下町  石 川 町  鏡 石 町 

猪 苗 代 町  会津美里町  西 郷 村  天 栄 村  下 郷 町 

檜 枝 岐 村  只 見 町  北 塩 原 村  西 会 津 町  湯 川 村 

柳 津 町  三 島 町  金 山 町  昭 和 村  泉 崎 村 

矢 吹 町  玉 川 村  平 田 村  三 春 町  小 野 町 

棚 倉 町  矢 祭 町  塙 町  鮫 川 村  浅 川 町 

磐 梯 町  中 島 村  古 殿 町     



 

  



 

 

 

 

福島県中・県南・会津地区国道協議会 

〔 事 務 局 〕 

郡山市建設構想部道路計画課 
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